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　ヘビースモーカーの方が肺癌で亡くなり、その病理解剖に立ち会ったことがあります。
　ご遺体に合掌ののち､肺にメスを入れたとたん､そこに見たのはヤニで真っ黒になった肺でした｡そ
の中から肺癌が現れました。長年のヤニの刺激が癌を発生させたのです。
　愛煙家の皆さんも、あの新幹線の禁煙車から喫煙車に乗り移った時の空気のよどみを感じ取られ
たことはおありでしょう。せめて、タバコを吸わない人の面前 での喫煙、「受動喫煙」を避けるよ
うに心掛けてください。これは「健康増進法」という法律の中でも謳われており、これからは特に
医療機関での喫煙は厳しい ものになります。
　お家で､お一人ベランダに出て寒風の中､風邪引きを気にしながらもやめられないあなた､将来､肺
癌や肺気腫、また心筋梗塞に罹る危険性が大きいタバコ を、思い切って捨ててみませんか。そし
て、毎日のタバコ代をそっくり、お子さんやお孫さんへのお土産に使ってみませんか。家内円満、
健康増進請け合いで す。「禁煙宣言」は明日では遅すぎるのです。

　あなたの「禁煙」については一度、主治医にご相談下さい。当院は今年６月をめどに全面禁煙を
目指しております。
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　かつて、産婦人科の手術はお腹を大きく切って手術をすることが常識でした。しかし、お腹を縦
に切ると、ケロイドといわれる黒く盛り上がった傷になりやすく、傷跡が大きく残り、特に若い女
性ではコンプレックスの原因になることも多いといわれています。
　「同じ手術なら目立たない傷」を希望する場合が増え、当科でもそういったニーズに応える意味
で傷にこだわった治療を行うケースが増えています。皮膚のシ ワに沿って、メスを入れる「下腹部
横切開」も美容上とても優れた方法ですが、更に昨今、小さな傷で手術が出来る、「腹腔鏡」を行
う症例が、たいへん増えて います。
　当科では主に良性の卵巣腫瘍・子宮外妊娠などで腹腔鏡手術を行っています。
　卵巣腫瘍は大きくなると、根本からねじれてしまい、卵巣が腐ってしまい、急にお腹が痛くなる
ことがあります。これを「卵巣腫瘍茎捻転」といいます。かつ て、傷が大きく残ったこの手術も腹
腔鏡で行えば、陰毛に隠れるところに２～３cmの傷とお臍よりやや下の横腹の辺りに１～２箇所の
５mm程度の小さな穴で 終わり、中には手術した跡が分からないケースも多く見られます。
　子宮外妊娠は卵管が破裂すると大量出血を起こすため、かつては命に関わることも多い疾患でし
たが、超音波検査の進歩で、症状がでる前に見つけることが出来るようになった結果、腹腔鏡で手
術が出来るようになりました。
　更に、子宮筋腫などで、「膣式子宮全摘術」というお腹を切らずに膣子宮をと
る方法がありますが、あまり大きいと取れず、行える症例が少ないことが難点で
した。しかし、腹腔鏡を併用する「腹腔鏡併用膣式子宮全摘術」の導入により、
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その適応は大きく広がっています。
　当科では腹腔鏡を積極的に取り入れ､最近の良性疾患ではお腹を大きく開ける
手術が減り､腹腔鏡が中心になりつつあります｡腹腔鏡手術の件数は毎年増加 し、昨年は約70人の
方が受けられました。手術の方法でお悩みの方は、まず気軽に当科医師にご相談下さい。

当センターの理念　“私たちは最新の医療水準で、最適な医療サービスを、思いやりの心を込めて提供します。”

　☆　２ ・ ３月の教室案内　☆
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　現代の理想的な『健康』とは、心身ともに健やかなうえに、生き甲斐をもって自己実現に向かっ
て努力出来る状態が、本当の意味での『健康』と言えるのだと思います。そのためには、病気の予
防対策は早めにしておくことが大切です。
　病気を一刻も早く発見するためには、日頃から自分の身体の調子に注意を払う必要があります。
★次に主要な�×�~

�…�w�A�: を掲げますので、時々自分のからだの調子を、この項目に照らし合わ
せて点検し、異常があれば速やかに医師に相談しましょう。
��

必要なだけの睡眠がとれているか（通常約７～８時間といわれているが眠りの深さも関連
し、個人差がある）
食事がおいしく食べられるか
便通は下痢や便秘にかたよっていないか（１日１～２回、100～250ｇの黄褐色固形が普通）
排尿の量・回数に異常な増減はないか（１日の正常量1000～1500cc、通常夜間は少ない）
顔色は悪くないか、爪の色や口の中の粘膜の色は白くないか
咳・痰がよく出ることはないか（２週間以上止まらない等）
動機・息切れがすることはないか
体重が急に増えたり、減ったりしてはないか
めまい・立ちくらみがすることはないか
からだが何となく疲れやすいことはないか

　　参考資料：　社会保険新報社「家庭の健康と医学」より

�Ê�é�¢�  �ç �µ�t�‘�”�ò
›
Q�£�Î���¢	ï�¤�Ÿ�£�t�]�«�™�‚

　　　最近、ノロウイルスが原因と見られる集団感染事例（下痢、嘔吐症状）が増えています。
　　　ノロウイルスは食中毒の原因にも、感染症（感染性胃腸炎）の原因にもなります。

�·�ï �»�”�¿�C�´�®�T�˜�’�y�œ�¯�H�����ø �pÿÿ�M�F���������6�T�F�S�T���B�Q�Q�M�F���%�F�T�L�U�P�Q���� �&���� ������ ���#�� �&���� ������ ������

���������� ����������������������������



職員は、平成17年４月１日から敷地内全面禁煙を実施しますが、患者様については、
平成17年６月１日から実施を予定しております。

　　　以下の点に注意し、予防を図ってください。
・ カキなどの二枚貝は、中心部まで十分に加熱してから食べましょう。
　　（湯通し程度の加熱ではウイルスは死滅しません。）
・ 生鮮食品（野菜、果物など）は、十分に洗浄しましょう。
・ トイレの後、調理する際、食事の前にはよく手を洗いましょう。　
・ 手洗いの後、使用するタオルなどは清潔なものを使用しましょう。
�p�·�ï�»�”�w�d���0�f

　次のとおり取り組みを進めますので、皆様のご協力をお願いします。
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